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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１波長の第１レーザー光が一方面側から入射されるとともに該第１レーザー光を他方
面側に配置される光ディスクに集束させる第１対物レンズと、
　前記第１レーザー光と波長が異なる第２波長の第２レーザー光が前記一方面側から入射
されるとともに該第２レーザー光を前記他方面側に配置される前記光ディスクに集束させ
る第２対物レンズと、
　前記第１対物レンズの前記一方面側に配置され、前記第１レーザー光を前記第１対物レ
ンズに導く第１立ち上げミラーと、
　前記第２対物レンズの前記一方面側で前記第１対物レンズと隣接して配置され、前記第
２レーザー光を前記第２対物レンズに導く第２立ち上げミラーと、
が組み込まれた光ピックアップ装置であって、
　前記第１対物レンズと前記第２対物レンズはそれぞれの中心を通る中心線が前記光ディ
スクの信号トラック方向に垂直な径方向に延在するように配置され、
　前記第１立ち上げミラーと前記第２立ち上げミラーは互いの端部が重畳するように隣接
する側辺同士を交差して配置され、
　前記第１レーザー光が前記第１立ち上げミラーの一の面で反射する反射ポイントは、反
射した前記第１レーザー光と前記第２立ち上げミラーの前記端部との干渉を避けて前記一
の面の中心からずらして配置され、
　前記第１立ち上げミラーと前記第２立ち上げミラーとが側面視で交差するように配置さ
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れることを特徴とする光ピックアップ装置。
【請求項２】
　前記第２立ち上げミラーは前記第２レーザー光を反射する一の面および該一の面の対向
面が矩形であり、該矩形の１つの角部が前記第１立ち上げミラーの一つの側辺付近と重畳
することを特徴とする請求項１に記載の光ピックアップ装置。
【請求項３】
　前記光ディスクの信号面に垂直な方向において、前記第１立ち上げミラーと前記第１対
物レンズの間に前記第２立ち上げミラーの前記角部が配置されることを特徴とする請求項
２に記載の光ピックアップ装置。
【請求項４】
　前記第１立ち上げミラーおよび前記第２立ち上げミラーはそれぞれ６面体であることを
特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の光ピックアップ装置。
【請求項５】
　前記第２立ち上げミラーに入射する前記第２レーザー光の光軸は前記光ディスクの信号
トラック方向に対して傾斜することを特徴とする請求項１に記載の光ピックアップ装置。
【請求項６】
　反射面と透過面を有し、前記反射面側に前記第２立ち上げミラーが位置するように配置
され、前記第２レーザー光の一部を透過し一部を反射する平行平板型ビームスプリッタと
、
　該平行平板型ビームスプリッタの前記透過面側に配置された光検出器を有し、
　前記平行平板型ビームスプリッタを透過した前記第２レーザー光は前記光検出器に直接
入射されることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の光ピックアップ装
置。
【請求項７】
　前記光検出器は互いに直交する２つの分割線により少なくとも４分割される受光領域を
備え、前記分割線の一方が前記光ディスクの信号トラックの方向に設定されることを特徴
とする請求項６に記載の光ピックアップ装置。
【請求項８】
　前記平行平板型ビームスプリッタの反射面側から入射され、透過面側から出射される前
記集束光は前記該平行平板型ビームスプリッタにより非点収差が与えられることを特徴と
する請求項６または請求項７に記載の光ピップアップ装置。
【請求項９】
　底面と、前記底面の周囲に延在する側壁と、前記底面または前記側壁から伸びる区画壁
と、前記側壁の一部が平面視で湾曲された湾曲部と、前記湾曲部の一端に位置する第１の
軸取り付け部と、前記湾曲部の他端に位置する第２の軸取り付け部を少なくとも有するハ
ウジングと、
　前記底面、前記側壁または前記区画壁の一部と少なくとも一緒に固定され、前記ハウジ
ングに収納された光学素子と、
　第１の光路を有する第１の光を、前記ハウジングの底面側に反射する第１立ち上げミラ
ーと、
　前記第２の軸取り付け部から湾曲部の頂部に向かって斜めに入り、先で前記第１の光路
と斜めに交差する第２の光路を有する第２の光を、前記ハウジングの底面側に反射する第
２立ち上げミラーとを有し、
　前記第１立ち上げミラーは、前記他端側を下方に、前記一端側を上方にし、前記湾曲部
の頂部と隣接して配置され、
　前記第２立ち上げミラーは、前記湾曲部と遠ざかる側の前記第１立ち上げミラーの領域
に隣接して配置され、前記一端側を下方に、前記他端側を上方にして配置され、
　前記第２立ち上げミラーと交差する前記第１立ち上げミラーの側辺の上部は、前記第２
立ち上げミラーと平面的に見て、重畳して配置され、
　前記第１の光が前記第１立ち上げミラーの一の面で反射する反射ポイントは、反射した
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前記第１の光と前記第２立ち上げミラーとの干渉を避けて前記一の面の中心からずらして
配置され、
　前記第１立ち上げミラーと前記第２立ち上げミラーとが側面視で交差するように配置さ
れることを特徴とする光ピックアップ装置。
【請求項１０】
　前記第１立ち上げミラーおよび前記第２立ち上げミラーはそれぞれ６面体であることを
特徴とする請求項９に記載の光ピックアップ装置。
【請求項１１】
　前記第１の光路と前記第２の光路は、その高さがお互いに異なること特徴とする請求項
９又は請求項１０に記載の光ピックアップ装置。
【請求項１２】
　支持基板と、該支持基板に固定されたガイド軸とを有し、
　請求項９から請求項１１のいずれかに記載の光ピックアップ装置を前記ガイド軸に沿っ
て移動可能に支持する光ピックアップ支持装置。
【請求項１３】
　前記光ピックアップ装置の前記第２の光路は、前記ガイド軸の延在方向に垂直な方向に
対して所定の角度で傾斜することを特徴とする請求項１２に記載の光ピックアップ支持装
置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスクに記録されている信号の読み出し動作や光ディスクに信号の記録
動作を行う光ピックアップ装置および光ピックアップ支持装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ピックアップ装置から照射されるレーザー光を光ディスクの信号記録層に照射するこ
とによって信号の読み出し動作や信号の記録動作を行うことが出来る光ディスク装置とし
て、ＣＤ（Compact　Disc）規格およびＤＶＤ（Digital　Versatile　Disc）規格の光デ
ィスクと、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ（ＢＤ）規格の各光ディスクに対応し
て信号の読み出し動作を行うことができる光ピックアップ装置が開発されている。このよ
うな光ピックアップ装置では、１つのハウジング内に、各規格に対応した複数（例えば３
つ）の波長のレーザー光を出射するレーザーダイオードとそれらを光ディスクに導く光学
系とが収められている（例えば特許文献１参照。）。
【０００３】
　図７を参照して、従来の光ピックアップ装置の一例を説明する。これは、３つの異なる
波長のレーザー光に対応した、いわゆる３波長互換の光ピックアップ装置であり、レーザ
ー光を２つの対物レンズで集光して光ディスクに導く２つの光学系を備える。図７は、光
ピックアップ装置のハウジング内の主要部を説明する平面図である。
【０００４】
　レーザーダイオード１０１は、青色である第１レーザー光を放射する。第１レーザー光
は、第１回折格子１０２を透過して、ビームスプリッタ１０３に入射される。ビームスプ
リッタ１０３で反射されたレーザー光は、反射ミラー１０４で反射され、第１コリメータ
レンズ１０５を介して第１立ち上げミラー１０６で、光ディスクの信号記録面に垂直な方
向（Ｄｆ方向）に反射される。反射された第１レーザー光は、図示を省略するが、１／４
波長板を介して、第１レーザー光を集光するための第１対物レンズにて集束され、ＢＤ規
格の光ディスクに照射される。
【０００５】
　光ディスクで反射した第１レーザー光は、往路と同じ経路を戻り、一部がビームスプリ
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ッタ１０３を透過して、第１非点収差調整板１０８で非点収差が与えられ、円形または楕
円形状のスポットとして、第１光検出器１０９に照射される。
【０００６】
　２波長レーザーダイオード１１１は、赤色光である第２レーザー光及び赤外光である第
３レーザー光を放射する。第２および第３レーザー光は、第２回折格子１１２を透過して
、ビームスプリッタ１１３に入射される。ビームスプリッタ１１３を透過したレーザー光
は、第２コリメータレンズ１１４を介して光ディスクの信号記録面に垂直な方向（Ｄｆ方
向）に反射される。図示を省略するが、第２および第３レーザー光は、１／４波長板を介
して、第２および第３レーザー光を集光するための第２対物レンズにて集束される。第２
レーザー光はＤＶＤ規格の光ディスクＤに照射され、第３レーザー光は、ＣＤ規格の光デ
ィスクＤに照射される。
【０００７】
　光ディスクＤで反射した第２および第３レーザー光は、往路と同じ経路を戻り、一部が
ビームスプリッタ１１３を透過して、第２非点収差調整板１１８にて非点収差が付与され
円形または楕円形状のスポットとして、第２光検出器１１９に照射される。
【０００８】
　第１光検出器１０９、第２光検出器１１９は、それぞれ受光部１０９Ｓ、１１９Ｓを有
し、それぞれフォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号および再生ＲＦ信号を導出
する。
【０００９】
　受光部１０９Ｓ、１１９Ｓはそれぞれ、例えば２つの分割線ＤＬで４分割されたセンサ
ーからなり、分割線ＤＬの一方が、光ディスクの信号トラック方向（Ｄｔ方向）に設定さ
れる。第１レーザー光は第１非点収差調整板１０８によって非点収差が付与されると共に
、楕円形状のスポットＳの長辺が受光部１０９Ｓの分割線ＤＬに対して４５°に傾斜する
ように回転されて照射される。
【００１０】
　第２レーザー光も第２非点収差調整板１１８によって非点収差が付与されると共に、楕
円形状のスポットＳの長辺が受光部１１９Ｓの分割線ＤＬに対して４５°に傾斜するよう
に回転されて照射される。
【００１１】
　４分割センサー１０９Ｓ、１１９Ｓで検出されたスポットＳから非点収差法などによっ
て、フォーカス制御動作に使用されるフォーカスエラー信号が生成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
　　　特許文献１：特開２００８－１２３６０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　光ピックアップ装置の部品点数の削減は、当該部品にかかるコスト削減と共に当該部品
の組み立て工数の削減も実現できるため、光ピックアップ装置の価格低下という市場要求
に応えるための重要な課題となっている。
【００１４】
　また、光ピックアップ装置は、これを駆動するための光ピックアップ支持装置（いわゆ
るトラバースメカ）に組み込まれるため、光ピックアップ装置の外形（ハウジング）のサ
イズは、トラバースメカのサイズの制約を受ける。つまり、光ピックアップ装置の内部を
工夫した場合であっても、既存のトラバースメカに汎用的に利用できるものであることが
望ましく、その外形サイズは従来と同等以下に維持する必要もある。
【００１５】
　本発明は、光ピックアップ装置の外形のサイズを従来構造と同程度に維持しつつ、光ピ
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ックアップ装置の部品点数を削減することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の第１の解決手段は以下のとおりである。
【００１７】
　本発明の光ピックアップ装置は、第１波長の第１レーザー光が一方面側から入射される
とともに該第１レーザー光を他方面側に配置される光ディスクに集束させる第１対物レン
ズと、前記第１レーザー光と波長が異なる第２波長の第２レーザー光が前記一方面側から
入射されるとともに該第２レーザー光を前記他方面側に配置される前記光ディスクに集束
させる第２対物レンズと、前記第１対物レンズの前記一方面側に配置され、前記第１レー
ザー光を前記第１対物レンズに導く第１立ち上げミラーと、前記第２対物レンズの前記一
方面側で前記第１対物レンズと隣接して配置され、前記第２レーザー光を前記第２対物レ
ンズに導く第２立ち上げミラーと、が組み込まれた光ピックアップ装置であって、前記第
１対物レンズと前記第２対物レンズはそれぞれの中心を通る中心線が前記光ディスクの信
号トラック方向に垂直な径方向に延在するように配置され、前記第１立ち上げミラーと前
記第２立ち上げミラーは互いの端部が重畳するように隣接する側辺同士を交差して配置さ
れ、前記第１レーザー光が前記第１立ち上げミラーの一の面で反射する反射ポイントは、
反射した前記第１レーザー光と前記第２立ち上げミラーの前記端部との干渉を避けて前記
一の面の中心からずらして配置され、前記第１立ち上げミラーと前記第２立ち上げミラー
とが側面視で交差するように配置されることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第２の解決手段は以下のとおりである。
【００１９】
　本発明の光ピックアップ装置は、底面と、前記底面の周囲に延在する側壁と、前記底面
または前記側壁から伸びる区画壁と、前記側壁の一部が平面視で湾曲された湾曲部と、前
記湾曲部の一端に位置する第１の軸取り付け部と、前記湾曲部の他端に位置する第２の軸
取り付け部を少なくとも有するハウジングと、前記底面、前記側壁または前記区画壁の一
部と少なくとも一緒に固定され、前記ハウジングに収納された光学素子と、第１の光路を
有する第１の光を、前記ハウジングの底面側に反射する第１立ち上げミラーと、前記第２
の軸取り付け部から湾曲部の頂部に向かって斜めに入り、先で前記第１の光路と斜めに交
差する第２の光路を有する第２の光を、前記ハウジングの底面側に反射する第２立ち上げ
ミラーとを有し、前記第１立ち上げミラーは、前記他端側を下方に、前記一端側を上方に
し、前記湾曲部の頂部と隣接して配置され、前記第２立ち上げミラーは、前記湾曲部と遠
ざかる側の前記第１立ち上げミラーの領域に隣接して配置され、前記一端側を下方に、前
記他端側を上方にして配置され、前記第２立ち上げミラーと交差する前記第１立ち上げミ
ラーの側辺の上部は、前記第２立ち上げミラーと平面的に見て、重畳して配置され、前記
第１の光が前記第１立ち上げミラーの一の面で反射する反射ポイントは、反射した前記第
１の光と前記第２立ち上げミラーとの干渉を避けて前記一の面の中心からずらして配置さ
れ、前記第１立ち上げミラーと前記第２立ち上げミラーとが側面視で交差するように配置
されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の実施の形態によれば、以下の効果が得られる。
【００２１】
　第１に、異なる波長のレーザー光を２つの対物レンズで集光して光ディスクに導く第１
光学系および第２光学系を有する光ピックアップ装置において、部品点数の削減と当該部
品の組み立て工数の削減により、光ピックアップ装置のコストの低減が実現できる。
【００２２】
　すなわち、一方のレーザーダイオード（例えばＤＶＤ用及びＣＤ用２波長レーザーダイ
オード）のレーザー光を光ディスクに導く光学系（第２光学系）において、光ディスクで
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反射したレーザー光の戻り光（集束光）に対して平行平板型ビームスプリッタで非点収差
を付与し、立ち上げミラーと平行平板型ビームスプリッタ間の戻り光の光軸を、光ディス
クの信号トラック方向から所定の角度（４５°±１５°）で傾斜させることにより、第２
光学系の非点収差調整用光学素子を省くことができる。
【００２３】
　第２光学系の配置を従来通り維持して、非点収差調整用光学素子のみを省くと、光検出
器でレーザー光のスポット形状が適切に検出できず、フォーカスエラー信号を生成するこ
とができない。本実施形態では、第２光学系の戻り光の光軸を、光ディスクの信号トラッ
ク方向から４５°±１５°の角度で傾斜させることにより、非点収差調整用光学素子を省
いた構成であってもフォーカスエラー信号を生成することができる。
【００２４】
　第２に、２つの光学系のそれぞれの立ち上げミラーを一部重畳させることにより、２つ
の対物レンズの離間距離を従来通りに維持しつつ、第２光学系の戻り光の光軸を光ディス
クの信号トラック方向から傾斜させることができる。
【００２５】
　例えばＢＤ規格の光ディスクに対応した対物レンズと、ＤＶＤ規格およびＣＤ規格の光
ディスクに対応した対物レンズを備える光ピックアップ装置では、２つの対物レンズはそ
れぞれに対応する光ディスクのデータが記録されている最内周のトラックまでレーザー光
を集光させる必要があり、２つの対物レンズの中心間距離を所定の距離（例えば４．５ｍ
ｍ）以上離間することができない。
【００２６】
　従来の光学系の配置では、光ディスクの信号記録面に垂直な方向において、２つの対物
レンズと重なる２つの立ち上げミラーは、それぞれの側面が当接、または近接して平行に
配置されている。本実施形態で、第２光学系の戻り光の光軸を傾斜させると、２つの立ち
上げミラーの距離が離間し、直上（又は直下に）重なって配置されるはずの対物レンズと
ずれが生じるか、２つの対物レンズの距離を大きくしなければならないなど、構成上の破
綻をきたす。
【００２７】
　本実施形態では、２つの立ち上げミラーの一部を重畳させるので、第２光学系の戻り光
の光軸を傾斜させた場合でも、２つの対物レンズの離間距離を従来通り維持し、立ち上げ
ミラーをこれらの直上（または直下）に重ならせることができる。
【００２８】
　第３に、光ピックアップ装置の外形（ハウジング）サイズを従来と同等に維持できるの
で、既存のトラバースメカにも汎用的に組み込むことが可能となる。
【００２９】
　フォーカスエラー信号を生成するには、非点収差の付与により楕円形状となったスポッ
トの長辺が、第２光検出器の受光部を構成するセンサーの分割線に対して４５°傾斜する
よう受光部にレーザー光を照射させる必要があり、本実施形態では第２光学系の戻り光の
光軸を光ディスクの信号トラック方向から４５°±１５°の角度で傾斜させることでこれ
を実現している。光軸を例えば４５°傾斜させたことで、従来のハウジングサイズに収ま
らなくなる場合には、光軸の傾斜角度は例えば３５°でもよい。この場合、受光部のスポ
ットは、分割線に対して楕円形状の長辺が３５°で傾斜することになるが、４５°±１５
°の範囲内の角度であれば、非点収差法によるフォーカスエラー信号を生成が十分可能で
あり、且つ、従来のハウジングサイズを維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
図１は本発明の実施形態の光ピックアップ装置を説明するための平面図である。
図２は本発明の実施形態の光ピックアップ装置を説明するための（Ａ）平面概要図,（Ｂ
）断面概要図である。
図３は本発明の実施形態の光ピックアップ装置を説明するための平面図である。
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図４は本発明の実施形態の光ピックアップ装置を説明するための概要図である。
図５は本発明の実施形態の光ピックアップ装置を説明するための（Ａ）平面図、（Ｂ）側
面図である。
図６は本発明の実施形態の光ピックアップ装置を説明するための（Ａ）平面図、（Ｂ）側
面図、（Ｃ）側面図、（Ｄ）斜視図である。
図７は従来構造の光ピックアップ装置を説明するための平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明の実施の形態を図１から図６を用いて詳細に説明する。
【００３２】
　図１および図２を参照して、本実施形態の光ピックアップ装置５０及びその動作につい
て説明する。
【００３３】
　図１は、本実施形態の光ピックアップ装置５０を説明する平面図である。図１（Ａ）が
光ピックアップ装置５０を支持する光ピックアップ支持装置６０の一例を示す概略図であ
り、図１（Ｂ）が光ピックアップ装置５０の概要を示す図である。図２が光ピックアップ
装置５０の動作を説明するための概略図であり、図２（Ａ）が平面図、図２（Ｂ）が図２
（Ａ）のａ－ａ線断面図である。
【００３４】
　本実施形態では、一例として、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｋ（以下ＢＤ）規
格の光ディスク（第１光ディスクＤ１）、ＤＶＤ規格の光ディスク（第２光ディスクＤ２
）及びＣＤ規格の光ディスク（第３光ディスクＤ３）に対応した光ピックアップ装置５０
について説明する。尚、光ディスクＤは、第１光ディスクＤ１、第２光ディスクＤ２およ
び第３光ディスクＤ３の総称である。
【００３５】
　そして、以下の図において、光ディスクＤの信号記録面に対して垂直方向（フォーカシ
ング方向）をＤｆ方向、ディスクＤの信号トラックに追従する半径方向（タンデンシャル
方向）をＤｔ方向、Ｄｔ方向に垂直な光ディスクＤの半径方向（ラジアル）方向をＤｒ方
向と称し、各方向において特に区別が必要な場合は±の符号を付して説明する。
【００３６】
　図１（Ａ）を参照して、光ピックアップ支持装置６０はいわゆるトラバースメカとも呼
ばれ、シャーシ６１と、ガイド軸６２、６３と、ターンテーブル６４と、光ピックアップ
装置５０を含む。
【００３７】
　ガイド軸６２、６３はＤｒ方向に延在し、両端がシャーシ６１に固定される。光ピック
アップ装置５０はハウジング５５の両端に第１軸取り付け部５５１、第２軸取り付け部５
５２が設けられ、ここにガイド軸６２、６３が挿通される。これにより光ピックアップ装
置５０はガイド軸６２、６３（Ｄｒ方向）に沿って移動可能に支持される。また図示は省
略するが、シャーシ６１には一端が光ピックアップ装置５０のハウジング５５に固定され
てこれをＤｒ方向に移動させる駆動手段（モータなど）が設けられる。
【００３８】
　シャーシ６１の端部には、光ディスクが載置されるターンテーブル６４が設けられる。
ターンテーブル６４は、図１（Ａ）の状態ではシャーシ６１（紙面）の裏側に設けられる
。ターンテーブル６４の中心Ｃ’は光ディスクＤの中心（回転中心）Ｃと一致する。
【００３９】
　図１（Ａ）、（Ｂ）を参照して、大まかに、ハウジング５５の外形を説明する。ハウジ
ング５５を上から見た平面図は、本来、どんなものでも良い。しかしセットに組み込む都
合から、殆どは略矩形、つまり互いに対向する２つの長辺（第１の辺Ｓ１、第２の辺Ｓ２
）と、互いに対向する短辺（第３の辺Ｓ３と第４の辺Ｓ４）からなる略長方形である。そ
してハウジング５５の移動距離を長くする都合から、ターンテーブル６４が配置される側
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の第１の辺Ｓ１は一部に湾曲部ＳＳを含む。つまりあたかもターンテーブル６４が前記第
１の辺Ｓ１の湾曲部ＳＳに入り込むため、ターンテーブル６４外形の一部と実質同じ形状
となっている。第２の辺Ｓ２は略直線状である。更に図１では、第３の辺Ｓ３、第４の辺
Ｓ４側には、第３の辺Ｓ３、第４の辺Ｓ４と平行に延在されたガイド軸６２、６３が挿入
できるように、第１の軸取り付け部５５１と第２の軸取り付け部５５２が設けられている
。そして、この２つの軸取り付け部５５１、５５２との間に位置する第２の辺Ｓ２は、凸
部が設けられている。また第２の辺Ｓ２の両側の角部がカットされている形でも良い。
【００４０】
　尚、本実施形態ではハウジング５５の形状は概略で示しており、第２の辺Ｓ２から第４
の辺Ｓ４は平面視において単純な直線で示されるが、詳細には収納される光学素子の形状
に沿ってそれぞれの辺が細かい凹凸状に構成される場合もある。
【００４１】
　ハウジング５５は、底面７０と、底面７０の周囲に延在する側壁７１、７２、７３、７
４と、底面７０または側壁７１～７４から伸びる区画壁７５と、側壁７１～７４の一部が
平面視で湾曲された湾曲部ＳＳと、湾曲部ＳＳの一端に位置する第１の軸取り付け部５５
１と、湾曲部ＳＳの他端に位置する第２の軸取り付け部５５２を少なくとも有する箱状体
であり、その内部が複数の取り付け領域（収納部）に分かれ、種々の光学素子が収納され
る。
【００４２】
　ハウジング５５に収納される光学素子は、例えば、図１（Ｂ）に示す、レーザダイオー
ド１１、２波長レーザダイオード２１、第１回折格子１２、第２回折格子２２、偏光ビー
ムスプリッタ１３、平行平板型ビームスプリッタ２３、第１コリメートレンズ１４、第２
コリメートレンズ２４、第１立ち上げミラー１５、第２立ち上げミラー２５等である。つ
まり図１に於いて、紙面の裏側がハウジング５５の底面７０で、この底面７０の周囲から
、紙面の表側（－Ｄｆ方向）に向かい、上述の第１の辺Ｓ１から第４の辺Ｓ４を構成する
ように側壁７１～７４が設けられている。そして内側に於いて、この側壁７１～７４や底
面７０から区画壁７５が縦方向に設けられ、光学素子の取り付け領域が形成されている。
尚、区画壁７５は図示した以外でもハウジング５５内に複数設けられる。
【００４３】
　特にハウジング５５はネジ止めや接着剤の固定が多用されているため、底面７０、側壁
７１～７４の一部や区画壁７５の一部は、その固定部分として金型を採用した樹脂で形成
されている。
【００４４】
　図１（Ｂ）を参照して、ハウジング５５に収納される光学素子に第１立ち上げミラー１
５および第２立ち上げミラー２５がある。これらは、湾曲部ＳＳの近傍でターンテーブル
６４の中心Ｃ’（光ディスクＤの中心Ｃ）からガイド軸６２、６３の延在方向、つまりラ
ジアル方向（＋Ｄｒ）の方向に沿って、並んで配置される。第１立ち上げミラー１５およ
び第２立ち上げミラー２５は、その中心が後述する（図５）離間距離ｔ１を保ちながら、
配置されている。
【００４５】
　第１立ち上げミラー１５は一端側をＤｆ方向の上方に他端側を下方にし、ハウジング５
５の湾曲部ＳＳの頂部と隣接して配置され、第２立ち上げミラーは、湾曲部ＳＳと遠ざか
る側の第１立ち上げミラー１５の領域に隣接して配置され、一端側をＤｆ方向の下方に、
他端側を上方にして配置される。
【００４６】
　第１立ち上げミラー１５は、ハウジング５５の第２の軸取り付け部５５２から湾曲部Ｓ
Ｓの頂部に向かう第１の光路Ｌｒ１を有する第１レーザー光を、ハウジング５５の底面７
０１側に反射する（図６を参照）。
【００４７】
　第２立ち上げミラー２５は、ハウジング５５の第１の軸取り付け部５５１から湾曲部Ｓ
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Ｓの頂部に向かって斜めに入り、先で第１の光路Ｌｒ１と斜めに交差する第２の光路Ｌｒ
２を有する第２レーザー光（第３レーザー光）を、ハウジング５５の底面７０側に反射す
る。
【００４８】
　つまり第１立ち上げミラー１５および第２立ち上げミラー２５で、図１（Ｂ）の紙面に
対して表から裏側に向かって（－Ｄｆ方向から＋Ｄｆ方向に向かって）反射された光は、
第１立ち上げミラー１５および第２立ち上げミラー２５の＋Ｄｆ方向の直下に配置されこ
こでは不図示の第１対物レンズ、第２対物レンズを介して、光ディスクの信号記録面に合
焦する。
【００４９】
　そして、本実施形態では、第１立ち上げミラー１５の側辺の上部は、第２立ち上げミラ
ー２５と平面的に見て、重畳して配置される。
【００５０】
　図１（Ｂ）を参照して、光ピックアップ装置５０について更に説明する。尚、図１（Ｂ
）および図２の平面図における光ディスクＤは、光ピックアップ装置５０のハウジングと
の位置関係を示す概略図であり、実際の光ピックアップ装置５０に対する光ディスクのサ
イズとは異なっている。
【００５１】
　本実施形態の光ピックアップ装置５０は、第１波長（例えば４０５ｎｍ：青色）の第１
レーザー光（実線）を第１光ディスクＤ１に導く第１光学系５１と、第２波長（例えば６
５０ｎｍ：赤色）の第２レーザー光（破線）と、第３波長（例えば７８０ｎｍ：赤外線）
の第３レーザー光（一点鎖線）とをそれぞれ第２光ディスクＤ２および第３光ディスクＤ
３に導く第２光学系５２を有する。
【００５２】
　まず、第１光学系５１について説明する。第１光学系５１は、レーザーダイオード１１
、第１回折格子１２、偏光ビームスプリッタ１３、第１コリメートレンズ１４、第１立ち
上げミラー１５、第１対物レンズ１７を有する。
【００５３】
　図１（Ｂ）および図２（Ａ）を参照して、レーザーダイオード１１は、第１レーザー光
を放射する。第１回折格子１２は入射される第１レーザー光を０次光、＋１次光及び－１
次光に分離する。
【００５４】
　偏光ビームスプリッタ１３は第１回折格子１２を透過した第１レーザー光が入射され、
Ｓ方向に偏光（Ｓ偏光）された第１レーザー光を反射し、Ｐ方向に偏光（Ｐ偏光）された
第１レーザー光を透過させる。
【００５５】
　第１レーザー光は偏光ビームスプリッタ１３に設けられた制御膜（不図示）に対してＳ
偏光となるように設定される。この第１レーザー光の直線偏光方向の設定は、レーザーダ
イオード１１を第１レーザー光の光軸を中心として回転させたり、あるいは１／２波長板
をレーザーダイオード１１と偏光ビームスプリッタ１３との間に設けて前記１／２波長板
によりレーザーダイオード１１から放射される第１レーザー光の直線偏光方向を変換させ
てもよい。
【００５６】
　第１コリメートレンズ１４は、偏光ビームスプリッタ１３で反射された第１レーザー光
が入射され、入射されたレーザー光を平行光にする作用を成すとともにＢＤ規格の光ディ
スクＤ１の保護層による球面収差を補正する。
【００５７】
　第１コリメートレンズ１４を通過した第１レーザー光は第１立ち上げミラー１５で＋Ｄ
ｆ方向に反射される。第１立ち上げミラー１５は、ハウジング５５の第１の辺Ｓ１、特に
湾曲部ＳＳの直近に配置される。
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【００５８】
　図２（Ｂ）を参照して、第１立ち上げミラー１５は、第１対物レンズ１７の一方面（－
Ｄｆ）側に配置され、レーザーダイオード１１から出射された第１レーザー光を第１対物
レンズ１７に導く。すなわち第１立ち上げミラー１５は、第１コリメートレンズ１４にて
平行光に変換された第１レーザー光を、第１対物レンズ１７方向（＋Ｄｆ方向）に反射す
る。第１の１／４波長板１６は、第１レーザー光を直線偏光光から円偏光光に変換する。
【００５９】
　第１対物レンズ１７は、一方面（－Ｄｆ）側から入射された第１レーザー光を他方面（
＋Ｄｆ）側に配置される第１光ディスクＤ１に集束させる。第１レーザー光は、第１光デ
ィスクＤ１に設けられている信号記録層Ｒ１にスポットとして照射される。この場合にお
ける第１対物レンズ１７の開口数は０．８５になるように設定されている。
【００６０】
　第１光ディスクＤ１の信号記録層Ｒ１に集束された第１レーザー光は信号記録層Ｒ１で
反射して第１対物レンズ１７に入射され、第１の１／４波長板１６、第１立ち上げミラー
１５及び第１コリメートレンズ１４を介して偏光ビームスプリッタ１３に入射される。
【００６１】
　第１レーザー光は、光路の往復で第１の１／４波長板１６を２度通過する。そのため復
路の第１レーザー光は往路のレーザー光と直線偏光方向が９０度回転され、Ｐ方向の直線
偏光光に変換されている。第１レーザー光は第１の光路Ｌｒ１を進み、第２および第３レ
ーザー光は第２の光路Ｌｒ２を進む。以下の説明において、光路とは、光束（平行光およ
び集束（拡散）光のレーザー光）が通過する領域の総称である。第１の光路Ｌｒ１および
第２の光路Ｌｒ２は図１（Ｂ）において細破線で示し、図２においては、第１の光路Ｌｒ
１を実線で、第２の光路Ｌｒ２を破線および一点鎖線の矢印で示す。また、図１（Ｂ）に
おいて一点鎖線で示す第１の光路Ｌｒ１、第２の光路Ｌｒ２（光束）の中心を光軸Ｌと称
する。更に、光ディスクＤで反射した復路の第１、第２、第３レーザー光を、戻り光と称
する場合がある。
【００６２】
　Ｐ方向の直線偏光光は、偏光ビームスプリッタ１３に設けられている制御膜（不図示）
を透過し、非点収差調整用光学素子１８に入射する。非点収差調整用光学素子１８は、シ
リンドリカル面、平面、凹曲面または凸曲面等が入射面側及び出射面側に形成されており
、例えば、センサーレンズ、アナモフィックレンズ、非点収差調整板（ＡＳ（astigmatis
m）板）などである。
【００６３】
　非点収差調整用光学素子１８は第１レーザー光の戻り光を集光し、非点収差を発生させ
る。第１光検出器１９は、戻り光が照射される位置に設けられる。第１光検出器１９は受
光部１９Ｓを有し、受光部１９Ｓは、互いに直交する２つの分割線ＤＬによって少なくと
も４分割されたセンサーにより構成される。
【００６４】
　非点収差調整用光学素子１８によって非点収差が与えられた戻り光は、楕円形状又は円
形状のスポットＳとして受光部１９Ｓに照射される。第１光検出器１９はこれを検出し、
フォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号および再生ＲＦ信号を生成する。これら
の信号は、サーボ回路、およびディスク装置側の再生回路に出力される。サーボ回路は、
光ディスクＤのフォーカシング方向（Ｄｆ方向）の焦点合わせのためのフォーカスサーボ
と、光ディスクＤのタンデンシャル方向（Ｄｔ方向）の位置合わせのためのトラッキング
サーボを含む。
【００６５】
　フォーカスサーボとしては非点収差法または差動非点収差法が採用可能である。そして
、トラッキングサーボとしては、プッシュプル法、差動プッシュプル法、インラインＤＰ
Ｐ、ＤＰＰ法または３ビーム法が採用可能である。尚、フォーカスエラー信号、トラッキ
ングエラー信号および再生信号の生成については既知の方法と同様であるので、説明は省
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略する。
【００６６】
　次に、第２光学系５２について説明する。再び図１（Ｂ）および図２（Ａ）を参照して
、第２光学系５２は、２波長レーザーダイオード２１、第２回折格子２２、平行平板型ビ
ームスプリッタ２３、第２コリメートレンズ２４、第２立ち上げミラー２５、第２対物レ
ンズ２７を有する。
【００６７】
　２波長レーザーダイオード２１は第２レーザー光（破線）及び第３レーザー光（一点鎖
線）を放射する。
【００６８】
　第２回折格子２２は、入射される第２レーザー光または第３レーザー光を０次光、＋１
次光及び－１次光に分離する。
【００６９】
　平行平板型ビームスプリッタ２３は、Ｓ偏光された第２レーザー光または第３レーザー
光を反射し、Ｐ偏光された第２レーザー光または第３レーザー光を透過する。第２レーザ
ー光または第３レーザー光は平行平板型ビームスプリッタ２３に対してＳ偏光となるよう
に設定される。
【００７０】
　第２コリメートレンズ２４は、第２レーザー光または第３レーザー光が入射されるとと
もに入射されたレーザー光を平行光にする。
【００７１】
　第２コリメートレンズ２４を通過した第２レーザー光または第３レーザー光は第２立ち
上げミラー２５で＋Ｄｆ方向に反射される。第２立ち上げミラー２５は、第１立ち上げミ
ラー１５に隣接して一部が重畳して配置される。第２立ち上げミラー２５は第１の辺Ｓ１
（湾曲部ＳＳ）との間に第１立ち上げミラー１５を挟むように、配置される。
【００７２】
　図２（Ｂ）を参照して、第２立ち上げミラー２５は、第２対物レンズ２７の一方面（－
Ｄｆ）側に配置され、第２レーザー光および第３レーザー光を第２対物レンズ２７に導く
。すなわち、第２立ち上げミラー２５は、第２レーザー光を第２対物レンズ２７方向（＋
Ｄｆ方向）へ反射させ、第３レーザー光を第２対物レンズ２７方向（＋Ｄｆ方向）へ反射
させる。
【００７３】
　第２の１／４波長板２６は第２立ち上げミラー２５にて反射された第２レーザー光また
は第３レーザー光が入射され、第２レーザー光または第３レーザー光を直線偏光光から円
偏光光に変換する。
【００７４】
　第２対物レンズ２７は、第２レーザー光および第３レーザー光が一方面（－Ｄｆ）側か
ら入射され、第２レーザー光および第３レーザー光を他方面（＋Ｄｆ）側に配置される第
２光ディスクＤ２のおよび第３光ディスクＤ３に集束させる。
【００７５】
　第２対物レンズ２７に入射された第２レーザー光は第２対物レンズ２７の集束動作によ
って第２光ディスクＤ２の信号記録層Ｒ２にスポットとして照射されることになる。この
場合における第２対物レンズ２７の開口数は０．６になる。第２対物レンズ２７に入射さ
れた第３レーザー光は第２対物レンズ２７の集束動作によって第３光ディスクＤ３の信号
記録層Ｒ２にスポットとして照射されることになる。この場合における第２対物レンズ２
７の開口数は０．４５になる。
【００７６】
　第２対物レンズ２７にて第２光ディスクＤ２の信号記録層Ｒ２または第３光ディスクＤ
３の信号記録層Ｒ３に集束された第２レーザー光または第３レーザー光は信号記録層Ｒ２
またはＲ３から戻り光として反射されて第２対物レンズ２７に入射され、第２の１／４波
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長板２６、第２立ち上げミラー２５、第２コリメートレンズ２４を介して平行平板型ビー
ムスプリッタ２３に入射される。この戻り光は第２の１／４波長板２６を２度通過（往復
）することにより、Ｐ方向の直線偏光光に変換されており、平行平板型ビームスプリッタ
２３を通過する。
【００７７】
　第２光検出器２９は平行平板型ビームスプリッタ２３を通過した戻り光が集光されて照
射される位置に設けられる。第２光検出器２９は、受光部２９Ｓを有し、受光部２９Ｓは
、互いに直交する２つの分割線ＤＬによって少なくとも４分割されたセンサーにより構成
される。平行平板型ビームスプリッタ２３にて非点収差が付与された第２レーザー光（第
３レーザー光も同様）の戻り光は、楕円形状又は円形状のスポットとして受光部２９Ｓに
照射される。第２光検出器２９はこれを検出し、フォーカスエラー信号、トラッキングエ
ラー信号、再生ＲＦ信号を生成する。これらの信号が入力されるサーボ回路および再生回
路は第１光学系５１と同様であるので説明は省略する。
【００７８】
　本実施形態の平行平板型ビームスプリッタ２３は、戻り光に非点収差を発生させるとと
もに、楕円形状のスポットの長辺が受光部２９Ｓの分割線に対して所定の角度で傾斜する
ように戻り光を回転させる。
【００７９】
　つまり光ピックアップ装置５０の第２の光路Ｌｒ２が、Ｄｔ方向から所定の角度θで傾
斜し、光ピックアップ支持装置６０としては、第２の光路Ｌｒ２がガイド軸６２、６３の
延在方向（Ｄｒ方向）に垂直な方向（Ｄｔ方向）に対して所定の角度θで傾斜する（図１
参照）。
【００８０】
　これにより、第２光学系５２においてアナモフィックレンズや非点収差調整板などの非
点収差を調整するための光学素子（以下非点収差調整用光学素子）を省略することができ
る。以下これについて説明する。
【００８１】
　図３は、第１光学系５１および第２光学系５２を示す平面図である。以下、第２光学系
５２の説明においては第２レーザー光および第２光ディスクＤ２を例に説明するが、第３
レーザー光および第３光ディスクＤ３についても動作は同様である。また、第１光学系５
１における細破線は第１レーザー光の光路を示し、第２光学系５２における細破線は第２
レーザー光の光路、一点鎖線は第２レーザー光の光軸Ｌを示す。
【００８２】
　平行平板型ビームスプリッタ２３は、反射面２３ｒと透過面２３ｐを有し、反射面２３
ｒ側に第２立ち上げミラー２５が位置するように配置され、第２レーザー光のＰ偏光光を
透過しＳ偏光光を反射する。
【００８３】
　第２光ディスクＤ２で反射した第２レーザー光（戻り光）は、第２コリメータ２４を通
過することにより平行光から集束光となり、平行平板型ビームスプリッタ２３に照射され
る。平行平板型ビームスプリッタ２３は、戻り光の集束光路中に第２レーザー光の光軸Ｌ
に対して傾斜して配置される。これにより、平行平板型ビームスプリッタ２３の反射面２
３ｒ側から入射し、透過面２３ｐ側から出射する第２レーザー光の戻り光に非点収差が与
えられる。
【００８４】
　更に、本実施形態では図１（Ｂ）および図２（Ａ）の如く、平行平板型ビームスプリッ
タ２３の反射面２３ｒと第２立ち上げミラー２５間の光軸Ｌが第２光ディスクＤ２の信号
トラック（Ｄｔ）方向に対して所定の角度θで傾斜する。この傾斜の角度θは４５°±１
５°である。これにより、アナモフィックレンズやＡＳ板などの、非点収差調整用光学素
子が不要となる。
【００８５】
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　平行平板型ビームスプリッタ２３により発生される非点収差方向が第２光検出器２９の
受光部２９Ｓの分割線ＤＬ方向に対してフォーカス制御の非点収差法に適切な方向となら
ない場合、平行平板型ビームスプリッタ２３で発生される非点収差を打ち消す（調整する
）ため、一般的には非点収差調整用光学素子（アナモフィックレンズやＡＳ板など）が必
要となる。例えば、従来構造（図７参照）では、ビームスプリッタ１１３と第２光検出器
１１９との間にフォーカス制御に用いる非点収差を発生させる（または調整する）第２非
点収差調整板１１８を配置していた。
【００８６】
　本実施形態では、平行平板型ビームスプリッタ２３の反射面２３ｒと第２立ち上げミラ
ー２５間の光軸Ｌが第２光ディスクＤ２の信号トラック（Ｄｔ）方向に対して所定の角度
θで傾斜するように配置することで、非点収差調整用光学素子を用いることなく、平行平
板型ビームスプリッタ２３により発生される非点収差方向を第２光検出器２９の受光部２
９Ｓの分割線ＤＬ方向に対してフォーカス制御の非点収差法に適切な方向にすることがで
きる。
【００８７】
　尚、本実施形態では、第１光学系５１側もＤｔ方向から例えば１５°程度傾斜している
例を示しているが、これはハウジングの形状又はサイズの制約によるものであり、第１光
学系５１の戻り光の光軸は、Ｄｔ方向と平行であってもよい。
【００８８】
　図４を参照して、第２光学系５２における、第２光検出器２９と第２レーザー光の関係
について更に説明する。図４（Ａ）は、図７における従来の第２光学系の構成を示す概略
図であり、また図４（Ｂ）は、図４（Ａ）の光学系から非点収差調整用光学素子を省いた
光学系の概略図である。図４（Ｃ）は、本実施形態の第２光学系５２の概略図である。
【００８９】
　一例として、第２光検出器２９、１１９の受光部２９Ｓ、１１９Ｓはそれぞれ、分割線
ＤＬにより４分割されたセンサーを有する場合について示している。
【００９０】
　図４（Ａ）を参照して、フォーカス制御を行うための非点収差法によるフォーカスエラ
ー信号は、受光部１１９Ｓに照射される戻り光の楕円形状のスポットＳの長辺が、受光部
１１９Ｓの分割線ＤＬに対して４５°傾斜する状態を基準にして作成される。
【００９１】
　従来の第２光学系では、ビームスプリッタ１１３により発生される非点収差方向が第２
光検出器１１９の受光部１１９Ｓの分割線ＤＬ方向に対してフォーカス制御の非点収差法
に適切な方向とならないため、ビームスプリッタ１１３と第２光検出器１１９の間に非点
収差調整板などの非点収差調整用光学素子１１８が配置されている。そして、第２レーザ
ー光の戻り光の光軸Ｌと、第２光検出器１１９を構成する受光部１１９Ｓの分割線ＤＬの
一方が光ディスクＤの信号トラック方向（Ｄｔ方向）に揃うように配置され、戻り光が受
光部１１９Ｓに照射される。非点収差調整用光学素子１１８は、受光部１１９Ｓに照射さ
れる戻り光のスポットＳが、略円形または楕円形状になるように戻り光に非点収差を付与
し、同時に非点収差法によりフォーカスエラー信号を生成するため、楕円形状のスポット
Ｓの長辺が、受光部１１９Ｓの分割線ＤＬに対して４５°傾斜するように戻り光を回転さ
せている。
【００９２】
　図４（Ｂ）の如く、図４（Ａ）の光学系から非点収差調整用光学素子１１８のみを省く
と、フォーカス制御を行うことができなくなる。すなわち、図４（Ｂ）の構成では、非点
収差調整用光学素子１１８を通過せずに戻り光が第２光検出器１１９に照射される。第２
光検出器１１９は戻り光の光軸ＬがＤｔ方向に揃うように配置されているため、受光部１
１９Ｓに照射される楕円形状のスポットＳの角度が受光部１１９Ｓの分割線ＤＬと重畳し
てしまい、非点収差法によるフォーカスエラー信号を生成することが困難となる。
【００９３】
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　そこで、図４（Ｃ）の如く、本実施形態では第２光学系５２の戻り光の光軸Ｌ、詳細に
は、平行平板型ビームスプリッタ２３の反射面２３ｒと第２立ち上げミラー２５間の戻り
光の光軸Ｌを、Ｄｔ方向から所定の角度θ（＝４５°±１５°）で傾斜させる。尚、第２
光検出器２９の受光部２９Ｓの分割線ＤＬの一方は、Ｄｔ方向に設定される。
【００９４】
　これにより、受光部２９Ｓに照射される楕円形状のスポットＳの長辺が分割線ＤＬに対
して４５°±１５°の角度で傾斜する。従って、第２光学系５２において非点収差調整用
光学素子を省き、平行平板型ビームスプリッタ２３を透過した第２レーザー光が透過面２
３ｐ側に配置された第２光検出器２９に直接入射される構成であっても、フォーカスエラ
ー信号を生成することができる。
【００９５】
　第２光学系５２の戻り光の光軸Ｌが、Ｄｔ方向から傾斜する角度θが４５°±１５°の
範囲外の場合は、受光部２９Ｓに照射される楕円形状のスポットの長辺が受光部２９Ｓの
分割線ＤＬに対して傾斜する角度も４５°±１５°の範囲外となる。この場合には、フォ
ーカスエラー信号を生成するためのＳ字カーブが得られず、フォーカス制御が困難となる
。従って、光軸Ｌの傾斜の角度θは４５°±１５°が好ましい。
【００９６】
　尚、上記の範囲であっても、角度θが大きくなると、ハウジング５５の第３の辺Ｓ３（
第４の辺Ｓ４）方向の長さが必要となり、光ピックアップ装置５０の外形のサイズを従来
通り維持できない場合がある。その場合、楕円形状のスポットの長辺が受光部２９Ｓの分
割線ＤＬに対して傾斜する角度が４５°より小さくても、角度θが上記範囲であればフォ
ーカスエラー信号は生成できるので、傾斜の角度θを４５°より小さくするとよい。一例
として本実施形態では、第２光学系５２の戻り光の光軸ＬをＤｔ方向からの傾斜角度を３
５°にすることにより、光ピックアップ装置５０の外形（ハウジング）５５を従来と同等
のサイズにすることができる。
【００９７】
　光ピックアップ装置５０は、これを駆動するための光ピックアップ支持装置（いわゆる
トラバースメカ）に組み込まれるため、光ピックアップ装置５０の外形（ハウジング）５
５のサイズは、トラバースメカのサイズの制約を受ける（図１（Ａ）参照）。つまり、本
実施形態のごとく部品点数を削減した光ピックアップ装置５０においても、既存のトラバ
ースメカに汎用的に利用できるものであることが望ましい。戻り光の光軸Ｌの傾斜角度を
３５°とすることにより、外形サイズは従来と同等を維持でき、従来のトラバースメカに
採用できるので汎用性が高まる。
【００９８】
　尚、図４において、第２光検出器２９の受光部２９Ｓとして１つの４分割センサーを示
したが、受光部２９Ｓのセンサーが複数であっても同様である。例えば、受光部２９Ｓが
メインビーム用のセンサーとサブビーム用のセンサーから構成される場合、図４（Ｃ）に
示した４分割センサーがメインビーム用のセンサーとなり、Ｄｔ方向に並ぶ両側（左右）
にサブビーム用のセンサーが配置される。
【００９９】
　更に、第２光学系５２において第２回折格子２２も省き、０次光（メインビーム）のみ
を受光部２９Ｓの１つの４分割センサーに照射する構成であってもよい。いずれの場合も
、第２光学系５２の戻り光の光軸ＬをＤｔ方向に対して角度θ（＝４５°±１５°）で傾
斜させることにより、１つの受光部２９Ｓの分割線ＤＬに対して、楕円形状のスポットの
長辺を４５°±１５°で傾斜させることができる。
【０１００】
　次に、本実施形態では図１（Ｂ）および図３の如く第１立ち上げミラー１５および第２
立ち上げミラー２５が、Ｄｆ方向の平面視において一部が重畳する。この点について、図
５を参照して説明する。
【０１０１】
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　図５（Ａ）は、図１（Ｂ）に示す光ピックアップ装置５０を＋Ｄｆ方向から見た平面図
であり、図５Ｂ）は、光ディスクＤと第１対物レンズ１７および第２対物レンズ２７の関
係を示す概略図であり図５（Ａ）のｂ－ｂ線断面図である。
【０１０２】
　本実施形態の光ピックアップ装置５０では、第１対物レンズ１７と第２対物レンズ２７
の２つの対物レンズを有しており、第１対物レンズ１７の中心と第２対物レンズ２７の中
心を通る中心線が光ディスクＤの回転中心Ｃを通ってＤｒ方向（光ディスクＤのラジアル
方向）に延在するように、並べて配置される。そして第１立ち上げミラー１５は第１対物
レンズ１７と、第２立ち上げミラー２５は第２対物レンズ２７とそれぞれＤｆ方向の垂直
線上に重なるように配置される（図２（Ｂ）参照）。
【０１０３】
　このように、２つの対物レンズを備える光ピックアップ装置では、光学系の配置は２つ
の対物レンズの離間距離ｔ１の制約を受ける（離間距離ｔ１は殆ど変えられない）。これ
は、２つの対物レンズはそれぞれに対応する光ディスクＤのデータが記録されている最内
周のトラックまでレーザー光を集光させる必要があるためである。
【０１０４】
　ＢＤ規格の光ディスクＤ１の場合、光ディスクＤ１の中心Ｃから距離ｔ２（例えば２１
ｍｍ）のトラックにインデックスが記録され、このトラックが光ディスクＤの最内周とな
る。また、ＤＶＤ規格およびＣＤ規格の光ディスクＤ２、Ｄ３の場合、中心Ｃから距離ｔ
３（例えば２３ｍｍ）のトラックにインデックスが記録され、このトラックが光ディスク
Ｄの最内周となる。
【０１０５】
　つまり、ＢＤ規格の光ディスクＤ１に対応した第１対物レンズ１７と、ＤＶＤ規格およ
びＣＤ規格の光ディスクＤ２およびＤ３に対応した第２対物レンズ２７の場合、それぞれ
最内周のトラックにアクセス可能とするために、若干の余裕を見てこれより内側（光ディ
スクＤの中心Ｃより）までそれぞれの対物レンズを移動可能とする必要がある。このとき
、第１対物レンズ１７については、光ディスクＤを回転させるスピンドルモーター２０と
接触しないよう、スピンドルモーター２０のサイズの制限も受ける。
【０１０６】
　これらのことから、光ディスクＤの中心Ｃよりの第１対物レンズ（ＢＤ用対物レンズ）
と、その外側の第２対物レンズ（ＤＶＤおよびＣＤ用対物レンズ）の中心間の距離ｔ１は
、例えば４．５ｍｍに設定されており、これ以上離間することができない。
【０１０７】
　つまり、２つの対物レンズ間の距離ｔ１の制約は、そのまま、隣接して配置される２つ
の立ち上げミラー１５、２５の中心間の離間距離の制約となる。
【０１０８】
　従来の光学系の配置では、２つの立ち上げミラーは、それぞれの側面が当接し、または
近接して略平行に配置されている（図７参照）。本実施形態において、第１立ち上げミラ
ー１５と第２立ち上げミラー２５が重畳しないように、第２光学系５２の戻り光の光軸を
Ｄｔ方向から所定角度θで傾斜させると、２つの立ち上げミラーの中心間の距離が離間す
る。しかしこれでは、対応する第１対物レンズ１７および第２対物レンズ２７に対してず
れが生じるか、２つの対物レンズの距離ｔ１を大きくしなければならないなど、構成上の
破綻をきたす。
【０１０９】
　そこで、本実施形態では第１立ち上げミラー１５と第２立ち上げミラー２５の一部を重
畳させる。図３を参照して詳細に説明すると、略矩形状の第１立ち上げミラー１５は、光
源側の一の辺ｈ１が高く、対向する他の辺ｌ１が低くなるように傾斜して配置される。同
様に、略矩形状の第２立ち上げミラー２５は、光源側の一の辺ｈ２が高く、対向する他の
辺ｌ２が低くなるように傾斜して配置される。そこで、図３において第１立ち上げミラー
１５の辺ｈ１下方（＋Ｄｆ方向側）に、第２立ち上げミラー２５の辺ｌ２を潜らせて、辺
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ｈ１端部（角部）と辺ｌ２端部（角部）を重畳させる。
【０１１０】
　これにより、第２光学系５２の戻り光の光軸を傾斜させた場合でも、第１対物レンズ１
７および第２対物レンズ２７は従来通りの距離ｔ１（例えば４．５ｍｍ）を維持すること
ができ、これらとＤｆ方向に重なる第１立ち上げミラー１５および第２立ち上げミラー２
５を実現できる。
【０１１１】
　光ディスクＤの信号記録面に水平な方向（Ｄｔ方向およびＤｒ方向）においては、第１
対物レンズ１５は光ディスクＤの中心に近い側に配置するので第１対物レンズ１５も光デ
ィスクＤの中心に近い側に配置する。光ディスクＤの信号記録面に垂直な方向（Ｄｆ方向
）においては、第２立ち上げミラー２５が、光ディスクＤの信号記録面に近い側に配置さ
れる。
【０１１２】
　これにより、第１光学系５１の第１の光路Ｌｒ１と第２光学系５２の第２の光路Ｌｒ２
は光ディスクＤの信号記録面に水平な面方向（Ｄｔ方向とＤｒ方向）で干渉することは無
く、Ｄｆ方向においても光路に高低差が発生するため、２つの光路の干渉を防止できる。
【０１１３】
　図６は、第１立ち上げミラー１５と第２立ち上げミラー２５について具体的に説明する
ものである。
【０１１４】
　図６（Ａ）は、図１（Ｂ）の第１立ち上げミラー１５と第２立ち上げミラー２５を抽出
した平面図であり、図６（Ｂ）は第１の光路Ｌｒ１（光軸）と第２の光路Ｌｒ２（光軸）
の高低差を説明するための両ミラーの側面図であり、図６（Ｃ）は光束の反射ポイントを
説明するための側面図である。更に図６（Ｄ）は、第１立ち上げミラー１５と第２立ち上
げミラー２５の３次元的なスペースを説明する斜視図である。
【０１１５】
　矢印は、一例として往路（光ディスクに照射するまで）の第１の光路Ｌｒ１および第２
の光路Ｌｒ２（光軸の進行方向）を示し、ハッチングの部分は、光束である。また両ミラ
ーの傾斜方向（傾斜の上側、下側）を説明するため、図６では両ミラーの上（側）ｕと下
（側）ｄとをラベルとして記載した。ミラーの上側ｕと下側ｄとは以下の説明の便宜上の
方向であり、既述の±Ｄｆ方向に相当する方向ではあるが、±Ｄｆ方向の符号とは逆にな
っている。すなわち、図６では両ミラーの傾斜の上側ｕが－Ｄｆ方向であり、傾斜の下側
ｄが＋Ｄｆ方向である。図３を参照した上記の説明では、両ミラーの一の辺ｈ１、ｈ２側
が上側ｕにあり、他の辺ｌ１、ｌ２が下側ｄに位置することになる。
【０１１６】
　図６（Ａ）を参照して、第１立ち上げミラー１５、第２立ち上げミラー２５は、小さく
カットしたガラス板である。例えば、ターンテーブル６４側（図１参照）の第１立ち上げ
ミラー１５で説明すると、紙面に対して裏側（＋Ｄｆ方向側）が、反射面となる矩形の第
１の面ＭＬ１、紙面に対して表側（－Ｄｆ方向側）の面が、第１の面ＭＬ１と対向する第
２の面ＭＬ２、そして第１の面ＭＬ１、第２の面ＭＬ２の周囲にある４つの側面（カット
面でもある）の６面体からなる。
【０１１７】
　そして本実施形態では第１立ち上げミラー１５の上側ｕの下に、第２立ち上げミラー２
５の下側ｄをもぐりこませるようにして、平面視において重畳部ＰＰ（破線）を設けてい
る。第１立ち上げミラー１５と第２立ち上げミラー２５は互いに上（ｕ）下（ｄ）方向に
傾斜し、且つ第１の面ＭＬ１同士が並列ではなくある角度をなすように傾斜して配置され
ており、第２立ち上げミラー２５の下側ｄの左側のコーナーが第１立ち上げミラーの上側
ｕのコーナーと重畳している。
【０１１８】
　このように両ミラーの一部が重畳する構成であっても、以下の理由により２つの光路Ｌ
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ｒ１、Ｌｒ２は干渉しない。
【０１１９】
　第１立ち上げミラー１５に入射する光の光路（第１の光路）Ｌｒ１は、図１（Ｂ）のハ
ウジング５０の中において、右上から左下に向かって進み、第１立ち上げミラー１５の第
１の面ＭＬ１の反射ポイントＲｆ１で紙面の裏側（＋Ｄｆ方向）に反射している。第２立
ち上げミラー２５に入射する光の光路（第２の光路）Ｌｒ２は、左上から右下に向かって
進み、第２立ち上げミラー２５の第１の面ＭＬ１の反射ポイントＲｆ２で、紙面の裏側（
＋Ｄｆ方向）に反射している。
【０１２０】
　また第１立ち上げミラー１５からの反射光が、第２立ち上げミラー２５に衝突しないよ
うに、２つの光路Ｌｒ１、Ｌｒ２のＤｆ方向の位置関係を調整している。
【０１２１】
　この点を説明する。図６（Ｂ）（Ｃ）は両ミラーをターンテーブル方向（図１参照）か
ら見た側面図である。尚、図６（Ｃ）は、光軸（光束）の両ミラーにおける反射ポイント
Ｒｆ１、Ｒｆ２が、両ミラーのそれぞれどの領域であるかを説明する図であり、図６（Ｂ
）に示す両ミラーを独立させて示しており、細破線がそれぞれのミラーの中心線である。
また図６（Ｄ）は、両ミラーの傾斜によって形成されるスペースＳＰを説明する図であり
、第１立ち上げミラー１５に入射する第１の光路Ｌｒ１方向から見た斜視図である。
【０１２２】
　まず、第１の光路Ｌｒ１と第２の光路Ｌｒ２とは図６（Ａ）の如く平面視においてその
延長線上で交差するような所定の角度をなして入射するが、そのため第１立ち上げミラー
１５と第２立ち上げミラー２５は、互いの側辺（長辺ＬＳ１、ＬＳ２）が平行（並列）で
はなく、角度をなすように配置される。
【０１２３】
　図６（Ｄ）はこれを説明するため図６（Ａ）を別の方向から示した図であり、第１の光
路Ｌｒ１を紙面において真下から真上に進むように示した。
【０１２４】
　図６（Ｄ）のように第１立ち上げミラー１５を正面視すると、その側辺（長辺ＬＳ１）
に対し第２立ち上げミラー２５はその側辺（長辺ＬＳ２）が斜めになるように配置され下
方が第１立ち上げミラー１５の下に入っている。第２立ち上げミラー２５の長辺ＬＳ２は
、下端が第１立ち上げミラー１５と深く重なり、上に上がるにつれて離間している。つま
り、第２立ち上げミラー２５の上方は第１立ち上げミラー１５との間にスペースＳＰが形
成される。
【０１２５】
　そして、重畳部ＰＰから上に向かうにつれて両ミラーの側辺（長辺ＬＳ１、ＬＳ２）間
のスペースＳＰが広くなっていることが判る。第２立ち上げミラー２５の左側の側辺（長
辺ＬＳ２）と第１立ち上げミラー１５の側辺（長辺ＬＳ１）はある角度をなすように配置
されるため、長辺ＬＳ２の下端及びその近傍が長辺ＬＳ１と重なり、上端に向かうにつれ
て離れていく。つまり、第１の光速Ｌｒ１は、第１立ち上げミラー１５の中心線より下方
で反射するように配置すると、第２立ち上げミラー２５に干渉してしまう。逆に第１立ち
上げミラー１５の中心線より上方で第１の光速Ｌｒ１が反射するように配置すれば、この
干渉を回避できる。
【０１２６】
　図６（Ｂ）に於いて、手前（ターンテーブル側）の第１立ち上げミラー１５の反射ポイ
ントＲｆ１は、図６（Ｃ）の如く中心線よりも上（ｕ）方に位置させている。そして第１
の面ＭＬ１から下方に向かう光束は、重畳部ＰＰに対応する第２立ち上げミラー２５を避
けて位置している。第２立ち上げミラー２５で反射する光束は、左上から右下に向かい、
第２立ち上げミラーの第１の面ＭＬ１で反射して紙面の裏側に反射している。この時の光
束は、第１立ち上げミラー１５に干渉されないので、基本的には、反射ポイントＲｆ２が
いずれであっても問題はない。
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【０１２７】
　但し、第１立ち上げミラー１５の反射ポイントＲｆ１は第１対物レンズ１７と、第２立
ち上げミラー２５の反射ポイントＲｆ２は第２対物レンズ２７とそれぞれＤｆ方向の垂直
線上に重なる（一致する）ように配置される。つまり、図５（Ｂ）で説明した第１対物レ
ンズ１７と第２対物レンズ２７の離間距離ｔ１を保持する必要があり、これに入射するよ
うに両ミラーを配置する必要がある。従って、第１の光速Ｌｒ１および第２の光速Ｌｒ２
の距離も離間距離ｔ１の制約を受ける。
【０１２８】
　つまり第２の光速Ｌｒ２は、第１の光速Ｌｒ１より下方で、第２立ち上げミラー２５の
中心線より下方に反射ポイントＲｆ２が配置される必要があり、この制約下で反射ポイン
トＲｆ２の位置は変動可能である。
【０１２９】
　また図６（Ｂ）において第１立ち上げミラー１５は、左斜め下がハウジング（不図示）
の底面付近に位置し、そこから右斜め上に、角度を持って延在し、第２立ち上げミラー２
５は、ターンテーブル（不図示）との間に第１立ち上げミラー１５を挟むようにこの裏側
（紙面の裏側方向）に位置し、右斜め下がハウジング（不図示）の底面付近に位置し、左
斜め上に角度を持って配置されている。よって側面から見るとＸ字に交差している。
【０１３０】
　また図６（Ａ）に於いて、目視方向ＳＤ１から重畳部ＰＰを見ると、第１立ち上げミラ
ー１５の左上の角部およびその近傍が、第２立ち上げミラー２５と重なっている。また目
視方向ＳＤ２から重畳部ＰＰを見ると、第２立ち上げミラーの左下の角部およびその近傍
が重なっている様に見える。
【０１３１】
　別の表現でも説明する。前述したように、第１立ち上げミー１５および第２立ち上げミ
ラー２５の反射面となる第１の面ＭＬ１（以下第２の面ＭＬ２も同様）は、図６（Ａ）の
如く、矩形を成している。第１立ち上げミラー１５に於いて、第２立ち上げミラー２５と
交差する第１の面ＭＬ１の一辺を長辺ＬＳ１とし、対向する辺を長辺ＲＳ１とする。また
第２立ち上げミラー２５に於いて、第１立ち上げミラー１５と交差する第１の面ＭＬ１の
一辺を長辺ＬＳ２、対向する辺を長辺ＲＳ２とする。つまり目視方向ＳＤ１、ＳＤ２で、
それぞれ右側に見える辺は長辺ＲＳ１、ＲＳ２とし、左側に見える辺は、長辺ＬＳ１、Ｌ
Ｓ２で示した。この場合、長辺ＬＳ１の上（ｕ）方と長辺ＬＳ２の下（ｄ）方は、平面視
で交差している。右上から左下に向かった第１立ち上げミラー１５に向いた第１の光束Ｌ
ｒ１は、前述したスペースＳＰ（図６（Ｄ））のため、第１立ち上げミラー１５の中心線
よりも上方で反射する。この反射光は下方に向かうため、第２立ち上げミラー２５の重畳
部ＰＰを避ける様に反射ポイントＲｆ１が配置されている。つまり図６（Ａ）において第
１の光軸Ｌｒ１の外周は第２立ち上げミラー２５の側辺（長辺ＬＳ２）と交差しないよう
にして、反射ポイントＲｆ１が重畳部ＰＰに重ならない範囲で第１立ち上げミラー１５の
中心線より上方に配置されている。
【０１３２】
　尚、図２でも説明したように、光ディスク（ターンテーブル）の中心Ｃからラジアン方
向（Ｄｒ方向）に向いた実線の上に、図６（Ａ）の光束の反射ポイントＲｆ１、Ｒｆ２を
示す円の中心が位置する。
【０１３３】
　以上、本実施形態ではＢＤ規格用の第１対物レンズ１７について説明したが、ＨＤ－Ｄ
ＶＤ規格用の対物レンズであっても同様に実施できる。
【０１３４】
　また、本実施形態では、ＢＤ／ＤＶＤ／ＣＤ規格に対応した２つの対物レンズを用いる
光ピックアップ装置を例に説明したが、２つの対物レンズを用いる他の規格に対応した光
ピックアップ装置でも同様に実施できる。
【符号の説明】
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【０１３５】
１１　レーザーダイオード
１３　偏光ビームスプリッタ
１４　第１コリメートレンズ
１５　第１立ち上げミラー
１７　第１対物レンズ
１８　非点収差調整用光学素子
１９　第１光検出器
２１　２波長レーザーダイオード
２３　平行平板型ビームスプリッタ
２５　第２立ち上げミラー
２７　第２対物レンズ
２９　第２光検出器
５０　光ピックアップ装置
５１　第１光学系
５２　第２光学系
５５　外形（ハウジング）
 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】
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